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四
月
の
青
年
部
総
会
で

引
き
続
き
義
永
青
年
部
長

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
五

月
に
開
催
さ
れ
た
中
小
企

業
大
学
講
座
（
大
島
郡
内

商
工
会
大
会
）
で
は
、
「
海

の
駅
せ
と
う
ち
」
で
前
夜

祭
を
主
催
し
、
本
大
会
当

日
の
「
若
い
経
営
者
の
主

張
大
会
」
で
は
、
池
田
洋

輔
部
員
（
鹿
児
島
銀
行
）

代
表
し
て
発
表
し
、
み
ご

と
入
賞
し
ま
し
た
。
今
回

の
中
小
企
業
大
学
講
座
の

瀬
戸
内
町
開
催
で
は
、
青

年
部
Ｏ
Ｂ
の
協
力
と
、
商

工
会
役
職
員
、
女
性
部
の 

      九       八       七 月 

   

中
旬 

 

第
二
火
曜 

初
旬 

中
旬
以
降 

二
十
七
月 

十
九
日 

十
二
日 

十
一
土 

第
二
火
曜 

初
旬 

二
十
一
土 

二
十
金 

十
七
火 

中
旬 

 
 

七
土 

 
 

六
金 

 
 

三
火 

日 

 

経
営
講
習
会 

Ｉ
Ｔ
研
修
（
Ｉ
Ｎ
通
販
） 

指
導
員
研
修 

 

法
人
会 

現
商
工
会
館
解
体
工
事 

商
工
会
仮
事
務
所
移
転 

旧
盆 

七
夕 

み
な
と
祭
り 

み
な
と
祭
り 

法
人
会 

理
事
会
・
建
設
委
員
会 

接
客
講
習
会
（
海
の
駅
） 

経
営
革
新
研
修
会
議 

「
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」
会
議 

建
設
小
委
員
会 

女
性
部
ミ
ニ
バ
レ
ー
県
体
会 

国
金
協
議
会
（
鹿
児
島
） 

職
員
研
修
（
鹿
児
島
） 

事 
 

業 

第
２
四
半
期
（
七
月
〜
九
月
）
の
主
要
行
事
計
画 

  

皆
様
と
一
丸
と
な
り
、
与

論
か
ら
喜
界
島
ま
で
、
各

地
の
商
工
会
関
係
者
と
接

客
・
交
流
し
て
瀬
戸
内
町

の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
三
日
（
日
）

に
は
、
「
商
工
会
の
日
」

の
奉
仕
清
掃
作
業
を
早
め

に
実
施
し
ま
し
た
。 

 

六
月
二
十
四
日
の
「
シ

ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
」

（
青
年
部
長
が
実
行
委
員

長
）
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
力
と
夜
に
は
出
店
を

出
し
ま
し
た
。 
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第
１
四
半
期
（
四
月
〜
六
月
）
の
主
要
行
事 

 

 

指
導
員
あ
い
さ
つ 

昨
年
、
浜
崎
指
導
員
（
笠

利
町
商
工
会
へ
）
に
か
わ
っ

て
赴
任
し
ま
し
た
村
田
茂
信

で
す
。
あ
っ
と
云
う
間
の
一

年
で
し
た
。
今
年
四
十
四
歳

に
な
り
ま
し
た
。
初
心
を
忘

れ
ず
が
ん
ば
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

六       五     四 月 

二
十
七
水 

二
十
四
日 

二
十
二
金 

 

十
九
火 

 

十
二
火 

五
火 

 
 

三
日 

二
十
九
火 

二
十
三
水 

二
十
二
火 

 

十
九
土 

 

十
三
日 

 

十
二
土 

 
 

八
火 

 
 

七
月 

 
 

一
火 

二
十
七
金 

二
十
二
日 

 

十
八
水 

 
 

〃 
 

十
六
月 

日 

県
連
合
会
適
正
化
指
導 

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン 

商
工
会
理
事
会
・
会
館
建
設
委
員
会 

事
務
局
長
研
修
（
鹿
児
島
） 

職
員
研
修
（
鹿
児
島
） 

指
導
員
研
修
（
鹿
児
島
） 

商
工
会
の
日
奉
仕
清
掃
作
業 

第
四
十
六
回
県
連
総
会
（
鹿
児
島
） 

町
商
工
会
監
査 

奄
美
・
喜
界
航
路
対
策
会
議 

第
二
回
会
館
建
設
委
員
会 

講
演
会
・
交
流
会 

「
中
企
大
」
ミ
ニ
バ
レ
ー
・
主
張
大
会 

「
中
企
大
」
青
年
部
前
夜
祭 

県
青
年
部
・
女
性
部
総
会
（
鹿
児
島
） 

地
区
青
年
部
・
女
性
部
連
絡
協
議
会 

「
海
の
駅
せ
と
う
ち
」
オ
ー
プ
ン 

商
工
会
通
常
総
会 

女
性
部
総
会 

商
工
会
理
事
会
・
会
館
建
設
委
員
会 

青
年
部
総
会 

監
事
監
査 

事 
 

業 

 

 

新
任
指
導
員
あ
い
さ

つ 

本
年
四
月
よ
り
有
川
経
営

指
導
員
（
徳
之
島
町
商
工
会

へ
）
に
か
わ
っ
て
赴
任
い
た

し
ま
し
た
田
中
和
夫
で
す
。 

二
十
数
年
ぶ
り
の
再
赴
任

で
す
。
旧
知
の
会
員
さ
ん
も

多
く
、
青
年
時
代
に
戻
っ
た

感
じ
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

商
工
会
館
建
替
え 

 
 平

成
十
九
年
三
月
の
臨
時

総
会
に
お
い
て
、
会
館
建
設

が
決
議
さ
れ
、
本
年
度
は
商

工
会
館
が
現
在
地
に
建
替
え

ら
れ
ま
す
。 

昭
和
三
十
六
年
度
建
設
の

現
会
館
は
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
平
成
五
年
度
の
総
会

で
会
館
建
設
を
決
議
し
て
十

五
年
目
に
、
い
よ
い
よ
新
会

館
が
建
設
さ
れ
ま
す
。 

役
員
全
員
が
建
設
委
員
と

な
り
、
六
月
に
は
、
入
札
で

設
計
は
森
設
計
事
務
所
に
決

定
し
ま
し
た
。 

 

現
会
館
を
解
体
し
た
後
、

三
階
建
て
の
新
会
館
を
建
設

し
ま
す
。
一
階
は
、
駐
車
場
、

二
階
が
事
務
所
、
三
階
は
大

会
議
室
で
す
。 

新
会
館
の
竣
工
は
平
成
二

十
年
三
月
中
旬
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。 

 

 

「
海
の
駅
せ
と
う
ち
」 

の
運
営
に
協
力 

 

五
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
「
海
の
駅
せ
と
う
ち
」

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
民
間
活

力
を
活
か
す
た
め
に
町
の
要

請
に
応
え
て
、
本
会
で
は
漁

協
、
観
光
協
会
と
共
に
、
タ

ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
管
理
組
合
に

会
長
・
副
会
長
な
ど
六
人
の

役
員
が
理
事
と
し
て
管
理
運

営
に
協
力
し
て
お
り
ま
す
。 

海
の
観
光
交
通
、
特
産
品

販
売
拠
点
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
瀬
戸
内
町
及
び
南
部
大

島
の
観
光
振
興
の
複
合
施
設

と
し
て
の
利
用
拡
大
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 

 
 


